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○論破は会話ではない 

 「論破する」コンテンツが溢れています。

政治家同士が論戦を交わすことは必要なこと

ですが、それさえも建設的かどうか疑問に思

うことも少なくありません。 

 ネットに影響されて「論破！」を目指す子

が少なくないようです。東洋経済オンライン

でも記事になっています。 

←「やたらと｢論破！｣と言う子に伝えたい"大

切な事"」https://toyokeizai.net/articles/-

/673126 

 

←『先生は教えてくれない！ クレヨンしんち

ゃんの自分の気持ちを伝えよう！』（臼井儀

人：著、高田ミレイ：イラスト/双葉社） 

 上記の書籍の中でもとてもいい記述を見つ

けました。「一番いい結論を作っていこう」

つまり、考えを深めたり広げたりするための

手段として議論なり、討論なりがあるという

ことです。 

 そこで、授業のテーマを「建設的に議論し

よう」としました。「一番いい結論」を「作

る＝建設」する。 

 

 

 

                    そのために、一つテクニックを示しました。 

国語の読解を深める時間にも同じことを言い

https://toyokeizai.net/articles/-/673126
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ましたが、議論を空中戦にしないためには「主張・根拠・理由」に分解して考えるといい

ことです。 

議論が進むにつれ他の人の発言に対して意見を考えていくので、いつも上手くいくわけ

ではありませんがとにかく練習です。 

 

 

 ４５分の中で、最初の説明をして、根拠を集めて議論だったので少し時間が足りません

でした。「まだやりたい～」という子たちが、次の Art に移動中にも議論を続けていまし

た。 

 

 

☆お便りフォームはこちら☆ 

https://forms.gle/ndGkDHTYcmB1bWyU9 

https://forms.gle/ndGkDHTYcmB1bWyU9

